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ある食品メーカーでは、シュークリームやケーキなどの洋菓子を生産しています。

商品のひとつにフィルム上に盛られたケーキをカップ状の容器に入れて販売している

ものがあります。 

フィルムはトレーに並べられ手作業でケーキを盛り付けます。その際に、フィルム

がずれないようにアルコールで湿らせてトレーに密着させる必要があります。 

フィルムをトレーに並べる工程と、フィルムトレーにアルコールを塗布する工程は

手作業で行っており、アルコール塗布はハンドスプレーを使用していました。両作業

を１名が担当しており、手間と時間のかかる作業となっていました。 

トレーへのアルコール塗布を自動化

人件費を削減し高効率なスプレーを実現 

食品向けアルコール製剤スプレーユニット及び高速電動一流体スプレーガンの

防火仕様を採用。 

今回採用した高速電動スプレーノズル「PulsaJet」は、最短 0.006 秒で高速間

欠噴霧が可能です。スプレーの ON/OFF やスプレー時間などを精密に設定すること

で、最適なアルコール塗布量に調整することができるため過剰塗布が抑制されま

す。また一流体 PulsaJet ノズルは少量塗布が可能なため、二流体自動ガンのよう

な飛散も少なく、作業環境を汚染することもありません。 



効果 

製 品 紹 介 

人件費を削減し高効率なスプレーを実現 

食品向けアルコール製剤スプレーユニットの導入によって、アルコール塗布工

程が自動化され、人件費の削減につながりました。 

また、最適なアルコール量を塗布することでアルコールの使用量を節約するこ

とができました。 

アルコール噴霧にかかっていた人件費：

人件費約￥2,000/月×0.5 日×8時間×20 日＝￥160,000/月 

年間約 192 万円の削減
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パルス制御方式の一流体自動スプレーガン。 

1 サイクル最短 0.006 秒(1 分間に最大 1 万回)

の高速間欠スプレーを実現。 

高速搬送ラインや微量スプレーに最適。バリエ

ーション豊富なスプレーチップを装着可能。 

PulsaJet 自動スプレーガン 可搬式自動スプレーユニット 
スプレーカートⅢ

目的・用途に合わせて、決められたタイミ

ングで決められた量の自動スプレーを効

率的に行う可搬式スプレーユニット。タ

ッチパネル式コントローラーを搭載、設

定操作がより簡単・スピーディに行なえ、

運転状況も一目で確認できます。さらに

細やかな流量制御と的確なタイミング制

御を可能にし、本格的な精密定量スプレ

ーを実現します。 

防火仕様の自動スプレーユニットも
ご用意しております。

SDGs(Sustainability Development 
Goals:持続可能な開発目標)は、2015年9
月の国連サミットで採択された「持続可能な
開発のための2030のアジェンダ」に記載さ
れた2030年までの国際目標です。 17の
ゴール・169のターゲットから構成されており、
国や企業に対し活動要請されています。 当
社は事業活動を通じてSDGsの達成に向け
貢献します。

打合せ、テストのご相談等、最寄りの営業所までお問い合わせ下さい。




